用言・体言以外の自立語１　　副詞
１　副詞の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
副詞は、自立語で活用がなく、主に用言を修飾する（例外的に他の副詞や体言を修飾することもある。左の（２）「程度の副詞」参照）。だが、

活用がなく、動詞を修飾している単語は全て副詞

である。

２　副詞の種類…状態の副詞・程度の副詞・陳述（叙述）の副詞
（１）状態の副詞…動作や作用がどのような様子であるのかを表す。

①　ゆっくり　歩く。

②　雨が　ぽつぽつと　降りだす。
③　堂々と　した　態度。
②は「ぽつぽつと」で一語の副詞。「と」はあってもなくても意味・品詞は変わらない。「ぽつぽつ（と）」のような擬声語（擬音語）や擬態語は状態の副詞に属する。
※③の「堂々（と）」は、古語文法で形容動詞（タリ活用）に分類されるため、現代語でも形容動詞に分類される場合があるが、ここでは副詞に分類する。

（２）　程度の副詞…物事の性質や状態がどの程度そうであるのかを表す。他の副詞や体言などを修飾することもある。
①　とても　おもしろい　本。

②　とても　大きな　広場。

③　もっと　しっかり　走れ。

④　もっと　右を　歩きなさい。
①は用言（形容詞「おもしろい」）を、②は連体詞「大きな」を、③は他の副詞「しっかり」を、④は名詞「右」をそれぞれ修飾している。ただし、②～④は例外的な用法であり、ほとんどの場合は用言を修飾する。
（３）　陳述（叙述）の副詞…あとに続く言葉と結びつき、話し手の気持ちを表す。後に続く言葉が決まっていることがあり、これを副詞の呼応という。
【覚えておきたい副詞の呼応】
①　決して・少しも～ない…打ち消し　例決してうそをつかない。

②　たぶん・おそらく～（だろ）う…推量　例おそらく晴れるだろう。

③　どうして・なぜ～か…疑問（反語）　例どうして君は行くのか。

④　たとえ・いくら～ても…仮定条件　例たとえ呼んでも来ないだろう。

⑤　もし・かりに～たら…仮定条件　例もし晴れたら、出かけよう。

⑥　まさか・よもや～まい（ないだろう）…打ち消しの推量　例まさか雨は降るまい。

⑦　まるで・ちょうど・あたかも～ようだ…たとえ（比況）　例まるで雪のように白い肌。

⑧　どうか・ぜひ～ください（ように）…願望　例どうか志望校に合格できますように。


※副詞の呼応は、入試問題としてもたいへんよく出題される分野である。しっかり身につけておこう。
【確認問題】

１　次の　　線部の副詞が修飾している文節を書き抜き、その文節の自立語の品詞名を答えなさい。

①　彼はかなり足が速い。　　　文節〔　　　　　〕　品詞名〔　　　　　〕
②　それはかなり以前の話だ。　文節〔　　　　　〕　品詞名〔　　　　　〕
③　かなりしっかり練習しないと、勝てないだろう。
文節〔　　　　　〕　品詞名〔　　　　　〕
２　次の　　線部の副詞の種類をあとから一つずつ選び、記号で答えなさい。

①　君とはずいぶん会っていなかったね。〔　　　　　〕

②　犬がわんわん鳴いている。　　　　 〔　　　　　〕

③　きっと明日は晴れるでしょう　　　 〔　　　　　〕

ア　状態の副詞　　イ　程度の副詞　　ウ　陳述（叙述）の副詞
３　次の　　線部の副詞と呼応する言い方を含む文節を、それぞれの文中から書き抜きなさい。
①　もし君がぼくと同じような目にあったら、きっと嘆き悲しむだろう。〔　　　　　〕

②　あの人が成功しても、決して誰も不思議だとは思わないはずだ。　 〔　　　　　〕

③　あなたの若々しさは、いったいどこへ行ってしまったのか。　　　 〔　　　　　〕

④　せめて、この場にいる人たちだけでも、私を手伝ってほしいのですが。

〔　　　　　〕

４　次の　　　に入る呼応の副詞をあとから一つずつ選び、記号で答えなさい。

①　彼は　　　鬼みたいに真っ赤な顔をしていた。　　　　　　　　　〔　　　　　〕
②　父は　　　年末には帰国するだろうと、母は信じている。　　　　〔　　　　　〕
③　　　　今度約束を破ったら、許さないよ。　　　　　　　　　　　〔　　　　　〕
④　　　　彼女が失敗するなんてことはないだろう。　　　　　　　　〔　　　　　〕
ア　もし　　　イ　まさか　　　ウ　まるで　　　エ　きっと

